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理事長　百瀬邦和

　今年５月に事務所を引っ越しました。場所は道路を横切った
だけでごく近い所ですが、 床面積はずいぶん広くなりました。
事務机はこれまでの２台から５台に増えましたし、10 人程度
の会議もできるテーブルと椅子も整え、７月の運営会議は新し
い事務所で行ないました。4 月からは専従のスタッフとして本
藤泰朗さんを迎え、法人の活動全般が充実してきました。これ
からは、これまで続けているタンチョウの基礎調査を充実させ
るとともに、昨年度作成した小冊子などを活用してタンチョウ
の現状を発信するというタンチョウ保護研究グループの基本的
活動を前進させていけると思っています。
　当会の理事は現在 11 名ですが、 内３名は海外在住で、 海外
での支援体制作りにも努力してくださっています。今後は、こ
れまでのようにタンチョウの生息している国々で直接の活動を
進めるだけでなく、広報体制や受け入れ窓口の国際化にも取り
組んでいく必要があるでしょう。５月の理事会と総会では、法
人の名称を外国でも判り易いものに変更してはどうか、という
提案が出されました。これについては月例の運営会議で検討中
で す が、 会 員 の 方 か ら も ご 意 見 を お 寄 せ い た だ け れ ば 幸 い で
す。
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2011 年度　活動・財務報告

2011 年度活動報告

★調査研究活動
○タンチョウ繁殖状況調査

　繁殖期の飛行調査を 4 月 27 日から 5 月 11 日ま

での間の 6 日間行なった。2011 年度は震災の影響

で飛行機の手配に支障が出たこと、またその影響で

調査時期が延びて適期を外れてしまったことに加

え、予算が不足したことなどにより、十勝地方と釧

路湿原地域のみの調査となった。

  このうち十勝川流域は北海道開発局池田河川事務

所の委託調査として、釧路湿原地域は北海道開発局

釧路開発建設部の委託調査として行った。残りの十

勝西部、音別・白糠と釧路湿原の一部は独自調査と

して行なった。

○タンチョウ標識調査

　6 月 11 日に釧路市民活動センター「わっと」で

説明会を実施した。捕獲・標識調査は 6 月 25 日に

開始し、7 月 23 日に終了した（環境省委託業務）。

捕獲に失敗した日を含む調査実施日は計 14 日であ

る。

　捕獲・標識調査に参加したのは計 59 名、のべ人

数は 178 人となった他、ヒナ情報の提供や連絡等

のサポート担当として５名の協力があった。

　ヒナの捕獲を 22 ヶ所で試み、10 ヶ所で成功した。

2011 年の捕獲ヒナ数は 16 羽であった。そのうち

わけはヒナ 1 羽連れが 8 家族、ヒナ 2 羽連れが 4

家族であった。

○冬期タンチョウ総数調査

　2012 年 1 月 15 日に釧路市内で事前説明会を兼

ねた総数調査学習会を実施した。調査は 1 月 28 日

から 2 月 6 日まで、 鶴居村中雪裡、同下雪裡、釧路

市阿寒町 23 線、音別町中音別、標茶町中茶安別の

給餌場で一斉調査を行ったほか、十勝地域（幕別町

忠類、大樹町中島など）と釧路川流域で終日調査を

行い、さらにそのほかの根室・釧路・十勝全域で現

地調査と聞き取りにより越冬状況を確認した。参加

者は計 57 名、のべ 171 名で、第 2 回国際エコキャ

ンプにロシア・韓国・日本から参加した 11 名の参

加もあった。

○タンチョウ食害対策調査

　環境省委託業務「平成 23 年度国立公園等民間活

用特定自然環境保全活動（グリーンワーカー）事業

（釧路湿原周辺農地におけるタンチョウを指標とし

た湿原生態系保全手法の検討事業）」として、畜産

業被害の把握を目的に、釧路湿原に隣接した牧場を

9 月から翌年 2 月の毎月巡回してタンチョウの出現

状況を記録し、農業被害の実例を収集した。また、

採食利用実態ごとの採食地と周辺の利用動向把握を

目的として、給餌場における標識個体の滞在状況を

季節ごとに記録した。

○放鳥タンチョウの PTT（人工衛星追跡用発信機）

による追跡

　2011 年 2 月 3 日に PTT を装着して中雪裡給餌

場で放鳥した飼育繁殖個体（標識番号 142）の位

置情報の追跡を行った（継続中）。

○俵橋湿原調査

　俵橋湿原プロジェクトの一環として、「中標津の

自然を知ろう会」のメンバーと共に生物調査（鳥類

と植物）およびタンチョウの冬期の行動追跡調査を

行った。9 月 30 日～ 10 月 2 日と 10 月 16 ～ 17

日の延べ 5 日間行った。標識調査を含む鳥類生息

調査では 55 種が確認され、過去の記録を合わせる

と 73 種となった。また、植物の調査では 33 種が

確認された。

○キナシベツ湿原プロジェクト

　10 月 3 日から 17 日にかけてカスミ網を使った

小鳥類の標識調査と目視による定点調査を行った。

　2012 年１月 25 日から行われた第 2 回国際エコ

キャンプの中でキナシベツ湿原でのタンチョウの追

跡調査と、湧水地および河川開水部の踏査調査を

行った。
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★保護・保全活動

○俵橋湿原プロジェクト

　俵橋湿原プロジェクトの計画策定に関して、8 月

29 日にドイツ・ツル情報センターのギュンター ノ

バルト博士と米ワシントン州立大学のスコット フ

リーマン博士を現地に案内し、「中標津の自然を知

ろう会」のメンバーと共にフィールドワークショッ

プを行なった。これを受けてフリーマン博士からは

書面による指摘を寄せていただいた（環境省グリー

ンワーカー事業の一環）。

　タンチョウの冬期給餌用のデントコーンの作付け

を行った。中標津町から借用している俵橋湿原内の

旧採草地で６月 19 日に種蒔きを行い、７月 26 日

に草取りをした。デントコーン畑では芽生えた総

ての若芽がシカに食害されたため、協力を頂いて

いる隣接の中林牧場からデントコーンの提供を受

けて 10 月 27 日にニオ（給餌の目印となるコーン

の茎を束ねたもの）を作った。給餌するコーン粒

は、昨年に続いて根釧農業試験場から提供を受けた。

2012 年 2 月 10 日に行った調査では、ニオには 2

つがいのタンチョウが訪れていて、さらに別の単独

個体も利用している可能性があることがわかった。

（一部はニトリ北海道応援基金の助成による）

○助言・提言

　タンチョウの分散化について、（財）日本生態系

協会と、道央地域での今後の活動に向けた話し合い

を行なった。

　十勝川築堤工事に際してのタンチョウに配慮すべ

き注意事項について、タンチョウの生息に悪影響を 

与えないよう、工事の時期、注意事項について助言

した。

　北海道根室振興局農地課が事業を予定している草

地改良事業、農道改修工事等についてタンチョウの

生息に悪影響を与えないよう、工事の時期、注意事

項について助言した。

★教育普及活動
○タンチョウその他ツル類保護に関する講演・講習

会を開催

　8 月 31 日に釧路市交流プラザさいわいで、ノバ

ルト博士とフリーマン博士による「地域参加型の自

然再生と自然保護の取り組みについて」と題した講

演会を行なった（環境省グリーンワーカー事業の一

環）。

　9 月 4 日に、東京都練馬区にある「シルバーシ

ティー石神井南館」で百瀬理事長がタンチョウの現

状について講演した。

　2012 年１月 15 日に、釧路市民活動センター

「わっと」で総数調査学習会を行なった。

　2 月 12 日に釧路市立博物館で中国・東北林業大

学のウー チンミン博士による「中国黒竜江省ザー

ロンのタンチョウと自然」と題した講演会を釧路市

立博物館との共催で行なった。

○普及啓発パネル等の展示

　9 月 3 日に、釧路市市民活動センター「わっと」

生誕祭にポスター展示し TPG の活動を紹介した。

　9 月 1 日から 30 日まで、「シルバーシティー石

神井南館」においてタンチョウを紹介する展示会を

開催した。

　 

○会報・出版物の発行・ホームページ制作等

　ホームページのデータ部分を最新の数字に更新す

るとともに、What's New! の記事を年度内に 3 回

更新した。

　会誌「Tancho」第 13 号を 7 月に、第 14 号を

11 月に、第 15 号を 2012 年 3 月に発行した。

　標識タンチョウの情報等を伝える TKG ニュース

レター＊ 50 号を 6 月に、51 号を 11 月に発行した。

　関係施設に配置している標識鳥ファイルに 2010

年度及び 2011 年度の新規の情報を追加した。

　小冊子「湿地之神」とパンフレット「タンチョウ」

の日本語版、中国語版、韓国語版を作成した。

　＊標識調査ボランティアの方々へ配布しています。

★国際協力活動
○国際タンチョウネットワークへの協力

　9 月から 10 月にかけての 19 日間、中国東北部

でのタンチョウ生息状況調査と地元住民への啓蒙活

動への参加と、国際タンチョウネットワーク会議の

打ち合わせを行なった。

　小冊子「危機に瀕したタンチョウ」を配布のため、

ロシア、中国、韓国に持参した。

　11 月に中国塩城市で開かれた国際タンチョウ
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3,809,401

9,119,4167,125,260

4,736,496
747,149

4,564,425

14,953,999

115,000

4,410,000

ネットワークの第 2 回カウンシル会議に出席した。

　2011 年度新たに作製した小冊子「湿地之神」と

パンフレット「タンチョウ」を、ロシア、中国、韓

国に送付した。

○ 中国におけるタンチョウの繁殖状況把握調査

　中国東北部において、タンチョウ保全の施策に要

する科学的データを得ることを目的とした調査に協

力した。ス リーイン博士（国際ツル財団）が中心

となり、東北林業大学ほかの学生たちが参加してい

る。9 月には事務局の百瀬ゆりあが現地調査に参加

した（一部、イオン環境財団の助成による）。

○ロシアとの環境教育活動推進

　6 月に百瀬邦和理事長とほか 2 名がロシア ダウ

ルスキー自然保護区を訪問し、ツル類の繁殖環境を

視察し、同保護区における環境教育活動（サマーキャ

ンプ）に参加した（地球環境日本基金助成による）。

1 月にはダウルスキー自然保護区の環境教育活動に

参加しているトランスバイカル師範大学（チタ市）

のティカチュク教授と学生 3 名、韓国でツル類の研

究を行っているリー博士と学生 3 名を招聘して、第

2 回国際エコキャンプを実施した。同キャンプでは

キナシベツ湿原でのフィールド調査とタンチョウ総

数調査に参加したほか、学生達によるワークショッ

プと講師陣による講演会を行なった（一部、北海道

地域づくり総合交付金による）。

○世界のツル関係者との交流及び情報交換

　中国黒竜江省のザーロン自然保護区でタンチョウ

の生息環境について研究している東北林業大学の

ウー チンミン博士を招聘し、北海道におけるタン

チョウの越冬状況の視察と TPG の調査活動を一緒に

行った（地球環境基金の助成による）。

★調査研究活動

・タンチョウ繁殖状況調査：飛行機等により上空か

　ら営巣状況を調査する。

・タンチョウ標識調査：ヒナに標識し、追跡調査を

　行う。

・タンチョウ総数調査：厳冬期に生息数を調べる。

・大陸と北海道とのタンチョウの遺伝子解析

・シマフクロウ・タンチョウを指標とした生物多様

　性保全事業：環境研究総合推進費（環境省）によ

　る調査研究。

★保護・保全活動

・中標津俵橋湿原プロジェクトの推進：環境調査、　

2012 年度活動計画
　越冬地整備を行う。

・キナシベツ湿原プロジェクトの推進：環境調査な

　どを行う。

・傷病個体の保護収容：環境省、動物園に協力する。

・タンチョウ生息地分散：道央地区への分散計画へ

　の協力。

★普及啓発活動

・タンチョウその他ツル類に関する講演・講習会を

　開催する。

・会報を発行し、ホームページの更新を行う。

・「湿地之神 第 2 部生態・行動編」の作成・発行を

　進める。

収入
    24,790,573

支出
    24,790,573

事業費

管理費

助成金事業等

繰越金

助成金収入 事業収入

会費収入寄付金等
繰越金

注：会費収入は運営会員の会費によるものです。サポート会員の会費は今年度から寄付金等に入れています。

2011 年度収支報告（単位：円）
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・標識タンチョウに関する情報を発信し、調査への

　理解と協力を求めていく。

★国際協力活動

・国際タンチョウネットワークの事業（中国のタン

　チョウ生息地とその周辺国境地帯における普及啓

　発のための国際プロジェクト、中国・韓国・ロシ

　みなさん初めまして。今年の４月 1 日よりタ

ンチョウ保護研究グループの新スタッフになり

ました本藤泰朗と申します。

　6 年前までは東京でサラリーマンをしていまし

たが、北海道の大自然の中で働きたいと思い渡っ

てきました。来道後は札幌の NPO 法人で北海道

の自然や野外活動等について 1 年間学び、その

後釧路川源流部でのカヌーガイドを経て、4 年前

に環境省釧路自然環境事務所野生課のアクティ

ブレンジャーになりました。

　環境省では北海道東部で行われている保護増殖事

業（タンチョウ、シマフクロウ、オジロワシ・オオ

ワシ、エトピリカ）に関わり、特にシマフクロウの

標識調査、生息調査、巣箱設置、データ管理等を行っ

てきました。

　また、怪我をしたタンチョウやシマフクロウ、ワ

シ類等を現場で捕獲し、獣医師まで届けるのも重要

な仕事の一つで、様々な事故現場で生体・死体を問

わずに希少種（「種の保存法」で守られている種：

希少野生動植物種）の収容に立ち会いました。

　交通事故や列車事故、電線衝突・感電等様々な原

因で事故は発生しますが、そのほとんどが野生生物

と人間社会との接点で起きています。タンチョウを

はじめ、人間の都合で「希少」になった野生生物が

安定して生息できるまでに回復するためには、人間

が手を貸す必要もあります。

　4 年間というアクティブレンジャーの任期を終

え、今年度からはタンチョウ保護研究グループの一

員になりましたが、これからはタンチョウの基礎的

な調査や普及啓発活動等を通じて保護活動を進め、

タンチョウと人との関わりを考え、タンチョウが安

心・安定して生息できる環境づくりを進めていきた

いと思います。

・本藤泰朗（ほんどうやすあき）

昭和 47 年 8 月 13 日生（満 39 歳）

趣味：野鳥観察、植物観察、登山、山スキー

新しいスタッフが加わりました！

　アにおけるタンチョウの生息状況把握のための情

　報交換等）に協力し、カウンシル会議に参加する。

・第 3 回国際エコキャンプを実施する。

・中国東北部での学生達による教育普及活動に参加

　する。

・ 世界のツル関係者との交流及び情報交換を行う。

事務所を移転しました
　この春に事務所を移転しました。今までの事務所の斜向かいの

一室で、床面積は倍増しました。もともとは古いクリーニング店

の作業場だったため、内装工事をしてからの引越となりました。

５月から調査の合間を縫って（合間に調査をして？）引越を進め、

6 月からは新事務所で活動を始めています。簡易宿泊室もあり、

研究者などの滞在も可能です（すでに利用されています）。新しい

事務所と新しいスタッフで、これまでにも増して活動を進めてい

きます！

旭岳をバックに
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　今年は、タンチョウの餌用デントコーンづくりと

対象地内の湿地の植物調査を進めています。

（1）デントコーンの作付け
　6 月 9 日に播種、6 月 28 日と 7 月 26 日に除草

を行いました。播種作業は「中標津の自然を知ろ

う会」の方々 4 人と釧路から 7 人が参加しました。

作付地は幅 10 ｍに奥行き 50 ｍの予定でしたが、

農家のご好意により奥行きが 70 ｍ弱の広い面積が

耕起されました。昨年は平坦な状態で播種しました

が、今年は手前 50 ｍまでは畝を切って播き、残り

の 20 ｍの区間は畝を切らないで播いてみました。

またシカ対策としてソーラー式の電牧柵も設置しま

した。作付面積を増やしシカ対策も行ったので、こ

の時点では相当な収穫増を期待しました。

　6 月 28 日の除草作業は、釧路のメンバー 4 人で

行いました。畑は、野菜売り場でよく見るスプラウ

トほどの雑草の芽でびっしりと覆われていて、後々

どれほどの脅威になるか容易に想像がつきます。

コーンは 3 ～ 4 ｃｍ程のものがまばらにしか見ら

れず、一見発芽状況は芳しくないように思われまし

たが、ホウで土をかきながら脅威の芽を摘んでいる

と、まだ発芽に至っていない新芽がでてきました。

除草の時期が若干早かったかもしれません。畝を

切ったほうが発芽が早いようです。地下水の影響を

受けにくいのでしょうか。

　7 月 26 日の除草は釧路のメンバー 5 人で実施し

ました。先のスプラウト状の芽はイヌタデでした。

草丈は 30 ～ 50 ｃｍほどで、草丈より高いコーン

はあまり見当たりません。暑さと隙間なく出ている

イヌタデのすごさにめげてしまい、コーンの周りだ
ミツガシワの小群落

俵橋湿原プロジェクト　　　　　　　　工藤静子

けを除草することも考えましたが、このままイヌタ

デが種子をつけたら来年はもっとすごいことになる

と思い直し、なんとか全部除草しました。畝を切っ

たエリアのコーンの生存率は 20％弱ほどで、早く

もニオづくりへの期待がしぼみそうです。

（2）植物調査
　プロジェクト対象地 500ha のほとんどが農地化

されていますが、作業道 300 ～ 400 ｍほどの区間

で道路両サイドの側溝に沿ってかつての俵橋湿原の

痕跡が見られます。植物調査はこの筋状の湿地を中

心に行っています。残っている湿地があまりにも少

なく残念ですが、モウセンゴケ、ヒメシャクナゲ、

ツルコケモモ、ワタスゲ、ミツガシワ、タヌキモな

どミズゴケ湿原でよくみられる湿地性の植物が多く

確認できています。

　今年はこれまで 4 月 30 日、6 月 7 日、6 月 9 日、

6 月 28 日、7 月 26 日の 5 回調査を行いました。4

月の調査ではランの越冬葉を見つけたので花を確認

すべく出向いた 6 月は、一斉に高茎植物が伸びて

現地の状況が一変したため探し当てられませんでし

た。これは来年まで持ち越しです。

　また国内では西別湿原と更別にしか見つかってい

ない極地植物のヤチカンバの発見にも、ひそかに期

待しています。「あのあたり（俵橋）にあってもお

かしくない」という植物研究者の一言に振り回され

ている感が無きにしも非ず。ヤチヤナギのオスの冬

芽を見ては、もしや！とか、惜しい！葉脈があと 1

本少なかったらヤチカンバだったのになどと、一緒

に調査している方々を右往左往させているところで

す。

シカ除け用電牧柵を設置
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　前号でもお伝えしましたが、冬期タンチョウ調査が 2012 年１月 28 日から 2 月 6 日にかけて行われまし

た。その後、データの整理を進め、2012 年２月時点での北海道のタンチョウの総数は 1462 羽という算定

値になりました（飼育個体を除く）。この数は、なる

べく推定や仮定を排除して、確実に数えられているも

の、いわば最低値とも言うべき数です。おそらく実数

はこれよりも多く、1500 羽を越えているのではない

かとも考えられます。

　2009 年に 1325 羽を数えた以降はやや横ばいもし

くは減少したかと思われましたが、まだ、増加傾向に

あるようです。鶴居・阿寒などの大給餌場に６割が

集中しており、阿寒では初めて 300 羽を越えました。

越冬地の分散化が必要と思われます。

　この結果は論文として詳しく報告される予定です。

　今年の飛行調査は 4 月 28 日から開始し、５月 21 日までかかってなんとか終了しました。

　昨年は震災の影響でセスナ機の調達ができなかったために、道東の繁殖地全域の調査ができませんでした

が、今年は２年ぶりに十勝の広尾町からオホーツク地方の紋別市までの全域を調査できました。

　今年は例年にも増して天候が不順だったのに加えて、使用できる飛行機の関係で女満別空港がベースに

なったため、摩周から知床にかけての山を挟んで調査地と飛行場の天気が共に良好な日が少なく、実際に調

査を行ったのは 11 日だったにも関わらず、終了までには結局 24 日もかかってしまいました。調査には７

名が交代で参加し、のべ飛行時間は 49 時間 46 分でした。

　今年の繁殖状況調査の結果集計に際しては、飛行調査当日の目視観察記録に加えて、写真記録の精査、さ

らに繁殖期間中の各種情報を加えるために今後若干の変更が予想されますが、飛行調査に限っての集計では、

確認した巣数は 280、家族数は 7、ヒナを除いた確認総数は 861 羽でした。これは２年前の 2010 年４月

の調査結果に比べて繁殖つがい数は 12％ほど少なかったのですが、調査期間中に大雨による増水があって

抱卵を放棄したつがいがいたこと、調査期間が長引いた為に、日程の後半では巣を離れたつがいが多くなっ

たためではないかと考えています。一方、個体の確認数は約 8％多くなっています。

　なお、十勝地方の一部は 6 月５日に２度目の調査を行ないましたが、その結果は上記には含めていません。

冬期タンチョウ総数調査

繁殖状況調査（飛行調査）

標識調査

　今年の標識調査は 6 月 23 日から 7 月 22 日の間に行われました。6 月 31 日から 7 月 8 日までの集中期

間を含みながら、主に土日を使って行われ、のべ捕獲調査日数は 15 日間となりました（事前の見回り等を

含めますと、その倍以上の日数を費やしています）。標識数は 17 羽となりました。今年は春先の大雨で、

最初の繁殖（主に４月頃に産卵）が失敗に終わったものが多かったのか、小さいヒナが多く、捕獲を試みよ

うとしたところ、ヒナが小さすぎて断念したこともありました。ヒナを 2 羽連れているものも少なく、捕

獲したヒナの家族はいずれもヒナ１羽づれのものばかりでした。

　調査には例年多くのボランティアの方々に参加していただいております。今回も５０名以上の方にご協力

いただきました。朝早くから夕方遅くまで、湿地や藪の中を歩いて（走って？）いただいたみなさま、あり

がとうございました。これからは標識したヒナの追跡調査が始まります。標識したヒナを見かけましたら、

ぜひ、ご一報ください。この紙面でも調査結果等をお伝えしていきます。

冬期タンチョウ生息数変動
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＜会員（6 月末現在）＞

運営会員：28 名、個人サポート会員：139 名、団体会員：11 団体

＜表紙写真＞

標識装着作業後、放鳥され親と無事に合流

したヒナ（167 番）

　　　　　　　　　　　（撮影：百瀬邦和）

「湿地之神」シリーズの刊行について

＜活動記録＞（2012 年 4 月～ 2012 年 7 月）

4 月 6 日　　運営会議　8 名出席
4 月 10 日　 会誌 Tancho15 号発送
4 月 18 日～ 19 日　
　　　　　  千歳川、夕張川沿いの湧水地視察
4 月 23 日　「湿地之神」釧路市教育委員会ほか寄贈
4 月 25 日～ 5 月 21 日　
　　　　　  飛行調査（十勝，釧路，根室，網走）
5 月 1 日～ 5 月 31 日　事務所引越
5 月 8 日　  運営会議　10 名出席

　昨年度、地球環境基金の助成を受けて「湿地之神」
シリーズの発行を開始しました。本年 3 月に、「形
態編」が釧路市動物園の協力により完成しましたの
でお知らせします。
　これまでに撮った記録写真をふんだんに使い、一
人でも多くの方に興味を持っていただきたいと、体

頭と眼についての解説ページ

5 月 26 日　理事会
5 月 27 日　総会
6 月 3 日　  運営会議　9 名出席
6 月 5 日　  十勝川飛行調査
6 月 9 日　  中標津俵橋湿原でデントコーンの種ま
　　　　　  きと生物調査
6 月 14 日　標識調査勉強会
6 月 23 日～ 7 月 22 日　標識調査
7 月 9 日　　運営会議　9 名出席

トピック

の作りや成長過程が見ただけでわかるようにしま
した。そして、タンチョウが生息している中国、韓
国、ロシアでも使えるようにと、それぞれの国の研
究者にご協力をいただき、英語を含めた 5 カ国語
で記載されています。
　すでに釧路市内の小中学校には、クラスに 1 冊

ずつ配布しました。会員のみなさまで読ん
でみたい方がいらっしゃいましたら、お手
数ですが送料 80 円分をお送りください（切
手可）。
　本シリーズは全 3 巻を予定しており、す
でに第 2 巻「生態・行動編」の編集に入っ
ています。第 3 巻は「保護への取り組み」
についてまとめます。全 3 巻の発行が終わ
りましたら、その後の知見を加えて改訂作
業を行い、1 冊にして出版したいと考えて
いますので、この冊子をご覧になってお気
づきのことがありましたらどうぞお知らせ
ください。

井上雅子


